





























Anthology of World Masterpiecesです。このアンソロジーは1956年に２巻セットで出
版され、その後改版が重ねられましたが、副題の“Literature of Western Culture”
が示す通り、これは主に西洋文学の代表作を収めた作品集でした。1973年の第３











出版されるようになりました。名前も2002年にAnthology of World Masterpiecesか


















































性と人間への諷刺（“Satyr against Reason and Mankind”）』やイライザ・ヘイウッド

























































Perspectives: Journeys in Search of the Self
松尾芭蕉『奥の細道』


























E “Realism Across the World”
樋口一葉「わかれ道」
Perspectives: Occidentalism ̶ Europe 
Through Foreign Eyes
服部撫松『東京新繁昌記』

















Perspectives: Echoes of War
与謝野晶子「君死にたまふことなかれ」
三島由紀夫「憂国」









































































































































































ニューヨーク・タイムズの新聞評“The Grand Kabuki, which opened Tuesday night 








of kabuki as a Cirque du Soleil-type performance, complete with dramatic makeup, 
costumes and performances. （歌舞伎とは、ドラマチックなメイクとコスチューム
と演技を兼ね備えた、シルク・ド・ソレイユのような興行だとお考え下さい。）” 
新しい歌舞伎海外興行の意図を組んだ新聞評で、歌舞伎はシルク・ド・ソレイユ
と比較されています。歌舞伎を他者として受け止めた1982年の新聞評とは対照的
に、古典や日本特異の伝統芸能ではない、世界のエンターテインメントを楽しみ
に行く、という態度が反映されています。
　今までのことをまとめると、全体的に、「グローバル化する」日本文化を考え
た場合、『世界文学アンソロジー』のように従来のようなユニークでエキゾチッ
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クな日本の「特異性」というものを強調する場合もあると思いますが、その傾向
は90年代や2000年前半くらいにより強く見られると思います。その一方で、これ
からの「グローバル化」を考えた時、日本を必ずしも特異なものとして考えず、
古典と現代とのつながり、日本と世界とのつながりを考え、世界と自然に対話す
る日本古典文化・日本文化が有るのではないかと思います。日本が特異なもので
はなく世界の中で普通のものとして位置づけられる、その一般化の過程がグロー
バリゼーションなのではないでしょうか。
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